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表紙の解説
石川県金沢市の市場に並ぶニギス
　写真撮影　　川畑　達（石川県水産総合センター）
　解　　説　　吉川　茜（資源管理部・資源生態グループ）

ニギスは知名度こそ高くありませんが、水揚げされる周辺の地域ではふるさとの味覚として親しまれ
ている魚の一つです。大きさはアジよりも小さいくらいで、見た目もあまり派手ではないものの、産地の
市場へ赴けばニギスが市場の賑わいの一端をしっかりと担っていることが実感できます。鮮度が落ちやす
く流通範囲が限られているこの美味しい魚をなんとか全国に届けられないか、近年様々な取り組みが広が
りを見せています。


